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X． 腫 瘍　　（101～113）

101．67Ga－citrateによる頭頸部腫瘍スキャ

　　　ニング

U本医科大学　放射線科

　　　渡辺　英之　　山岸　嘉彦

　目的：われわれは現在までに67Ga－citrateによる腫瘍

スキャニング220例を実施したが，そのうち31例延べ46

回につき頭頸部腫瘍スキャニングを経験した．これは頭

頸部放射線治療の範囲決定並びに治療効果判定に有効で

あった．67Ga－citrateによる頭頸部腫瘍スキャンの評価

にはかなり問題点が残されているが，われわれは正常頭

頸部20例のシンチグラムを対照として，取り込みの判定

をした．

　方法：67Ga－citrateをO．　7・一一2mCi静注後48～72時間

後に頭頸部スキャニングを行なった．使川スキャナーは

東芝製RDA－106－6型でコリメーターは10cm，15cm

37孔のhoney　comb型を使用した．

　結果二
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例数　＋　＋　±

　2　　0　　0　　1　　1

　3　　1　　1　　0　　1

　4　　1　　2　　0　　1

　2　　0　　2　　0　　0

　2　　1　　1　　0　　0

　1　　1　　0　　0　　0
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2　なお，頭頸部に異常なしと思われた症例の中に両眼部

に著明な取り込みを認めた例を経験した．この点に関し

ては現在，動物実験を加えて検討中である．
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　　　　　　　　Sarcoidosisの治療前および治療中の

症例に67Ga－citrateシンチグラフィーを行なって，病巣

の質的診断の1」」能性を検討した．

　前処置なしに67Ga－citrate　1～2　mCiを静注投与し，

72時間後にシンチカメラを用いて5x　IO4カウントを収

集して肺シンチフォトを作成し，同時に肺野のRI分布

を1600チャネル波高分析器を介して磁気テープに収録し，

電子計算機を用いてSmoothingおよび逐次近似法によ

りコリメータによる“cぼけ”補正を行なってコンピュー

ター・シンチグラムを作成し，病巣部と反対側の同一肺

野で健常部と思われる部位のRI量の比を求めた．また

67Gaシンチグラフィー後，直ちに］31LMAAを投与し

て，67Ga投与時と同じ計数値を収集させて肺シンチフ

ォトを作成し，「記と同様にコンピューター・シンチグ

ラムを作成し，更に各チャネルの6℃aの計数値より

1311－MAA計数値を差引いてサブトラクション・シンチ

グラムを作成して各疾患別に差異を検討した．

　肺癌の67Gaシンチグラフィーにおいて，治療前の全

例では癌病巣に67Ga摂取が認められ，未分化癌では病

巣部と健常部とのRIの量の比は1．5～1．7であるに比し，

扁平上皮癌では1．2～1．4と低く，また6°CO照射後癌

病巣の縮小と共にRI比も漸次1．0に復帰した．活動性

肺結核の1例ではRI比2．0の高／直を示し，治療中の症

例では1．O・－1．1と低1直を示し，　SarcoidosisではRI

量比が2．5に達する症例があった．　ユ311－MAAシンチ

フォトでは，病巣の部位によっては，それ以上の広汎な

欠損像を示す場合があり，更にサブトラクション・シン

チグラムにより病巣部を明確に描写しえた．

　なお多数例の検討を必要とするが，e’7Gaによる肺シ

ンチグラフィーにおいて，病巣部と健常部とのRI摂取

比はある程度，病巣の質的診断が可能であると考えられ，

また同時にユ311－MAAによる肺シンチフォトおよびサ

ブトラクション・シンチグラムの作成は，病巣部の部位

の判定に有用であると君えられた．
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